
発刊の辞

1999年 は20世 紀 にお ける1900年 代最後の年です。 この年に 日本語用論学会の機

関誌 『語用論研究』の創刊号を発行す ることにな りました。

20世 紀 を政治的 に見れば、共産主義が台頭 して資本主義 と対峙 し、最後 に崩壊の過

程 をたどって います。 この聞2度 にわた る世界大戦 によ り悲惨な穀蔵が繰 り返され ま

した。

一方1科 学は飛躍的な発展 をとげ、航空機 はプロペラか らジェッ トと進歩 し、さ らに

ロケッ トの開発によ り月への到達 を果たし、各種の人工衛星が地球の周辺を回転 してい

ます。

言語研究の分野では、20世 紀 に入 り、 ソシュールによ り現代言語学の出発点が築か

れ、プラーグ学派の音韻論に次いで、構造主義言語学の道筋が開拓 されてき ました0

第2次 大戦後 になると、チ ョムスキ ーが生成変形文法 を主張 し、学界 をリー ドしまし

たが、すで に衰退へ と傾 いています.い まや、機能文法や認知文法 など諸種の言語理論

が提唱 されています。語用論 も意 味論か ら分派 しま したが、独立 して言語学 の一部門と

しての理論 的体系を整え、現在、隆盛発 展の途上 にあ ります。

日本において も、昨年12月5日 に同学の研究者が結集 し、 日本語用論学会を設立

しました。語用論は、発話 をその環境 において考察する基本的姿勢に基づ いて、直示、

推意、前提、発話行為 、会話規則、談話分析な ど生きた言語活動 を研究対象 としていま

す。意味論、統語論は もちろん、認知言語学 、心理言語学、社会言語学、言語獲得の分

野 とも深 く係わって いて、文学や文芸文化の領域へも適用できる資質を備 えていますO

ここにr語 用論研究』が研究成果発表 の場 として活用 される とともに、研究者 同志の

交流協力のセ ンターとして機能 し、語用論の拡大 と深化への中心的役割 を果たす もの と

信 じています。そ して1若 き研究者の手 に引き継がれ、時間の枠を越えて21世 紀へ と

突入 し、言語を解明す る作業 を限 りなく推 し進めて くれ ることを心か ら期待 しています。

1999年10月20日 目本語用論学会会長 小泉 保
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